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DS-0221 汎用 FFT 解析ソフト 

加振器でサインスイープにより周波数応答関数を測定する方法 

 
 
固有振動周波数を測定する方法として、対象を加振機でサインスイープ加振を行い、周波数応答関数を

測定することがよくあります。また、バンドパスフィルタの周波数特性の測定でも、入力信号にサイン

スイープ信号を使い、周波数応答関数を測定します。どちらの測定も操作手順は同じです。 
 
ここでは、CR 回路のローパスフィルタ測定を例に、その操作手順を説明します。なお、下図の様に電

気回路から信号を取り出す場合、信号が DS-2000 の入力回路に影響されないようバッファーアンプを通

した信号を接続してください。また、オシロスコープ用プローブの影響を排除するためプローブを使わ

ずに直接接続してください。サインスイープによる周波数応答関数測定では、DS-0221 の「パワーSP ス

イープ」平均機能を使います。このサインスイープ加振の際、DS-0271A 信号出力（オプション）を組

み合わせて使用すると、サインスイープ信号が解析と同期して出力され、データの平均化も可能となる

ため、最適な測定を行うことが出来ます（別紙「DS-0271A 信号出力を使いサインスイープにより周波

数応答関数を測定する方法」を参照下さい）。 
 
以下説明では、ファイルメニュー操作を［ ］で、［ファイル］→［新規プロジェクト］のように表記します。

DS-0221 の基本的操作並びに操作手順での設定後の OK ボタン操作はここでは省略します。 
 
 

■ 接続 
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加振機を使用する場合は、次図のように、加振コントローラより加振器へサインスイープ信号を入力します。 
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■ 操作手順 

1. メニューから［ファイル］→［新規プロジェクト］を開きます。 
 
2. 「START」ボタンを ON し、測定状態とします。 
 
3. 信号に応じた電圧レンジ、周波数レンジを設定します。ここでは、電圧レンジ＝1 Vrms、周波数レ

ンジ＝20 kHz に設定しています。 
 
4. メニューから［入力］→［ウィンドウ（窓関数）設定］を選択し、“ウィンドウ（窓関数）設定”

ダイアログボックスを開き、CH1 および CH2 とも窓関数を“ハニング”に設定します。 
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5. 「STOP」ボタンを押し、測定を停止します。 
 
6. メニューから［データ表示］→［表示レイアウト］→［表示画面数 6 画面］を選択し、6 画面表示

にし、下図の様に各画面に表示したいデータを設定します。 
 

 
 
7. メニューから［入力］→［平均化処理設定］を選択し、“平均化処理設定”ダイアログを開き、

「平均化モード：パワーSP スイープ」、「平均方法回数：1」、「スイープトレース CH：１」に設

定します（最後の補足説明を参考ください）。 
 

 
 
8. 「START」ボタンを押し、測定を開始します。 
 
9. 信号発振器のサインスイープを開始します。この時、瞬時波形、スペクトル波形を観測します。適

切な時間でスイープされていると、スペクトルはピーク波形になりますが、スイープが速いと、丸

くなった形となります。 
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10. 「STOP」ボタンを押し、測定を停止します。 
 
11. 「AVG」ボタンを押し、「パワーSP スイープ」機能で測定を開始します。 
 
12. 信号発信器によるサインスイープを開始します。 
 
13. サインスイープが終了したら、「STOP」ボタンを押し、測定を停止させます。 
 

① スイープが早く、測定できない周波数が発生すると、下図のように、縦線が入った状態になります。

これは値が極めて小さくなっているからです。周波数レンジが小さいほど測定時間（サンプル時間）

が長くなりますので、スイープ時間を十分にとってください。 
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何度かスイープさせてデータを上書きするように測定して縦線を解消後、「STOP」ボタンを押し、

測定停止することも可能です。 
 
 

＜繰り返しスイープし上書きした様子＞ 

 

 
② 測定停止後、発振器の出力を停止します。 

 
14. X 軸を Log スケールに設定します。 
 

① 周波数応答関数画面をクリックしてアクティブにします。 
② メニューから［データ表示］→［X 軸設定］を選択し、“単位設定”ダイアログを開き、XUnit

タブで「X 軸 IN/LOG：Log」にチェックを入れます。 
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X 軸が Log スケールで表示されます。 

 

 
 
15. Y 軸スケールを任意設定します。 
 

① Y 軸スケールを変更したい画面をクリックし、アクティブにします。 
② メニューから［データ表示］→［Y 軸設定］を選択し、“単位設定”ダイアログを開き、YUnit

タブで、画面下の「全画面」のチェックをはずし、「Y 軸スケール：任意設定」をチェックして、

上下限値を設定します。Y 軸スケールを変更したい画面毎に① ～ ②の操作を繰り返します。 
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16. カットオフ周波数をみるため、周波数応答関数-3dB（電圧値で 1／√2 倍に減衰した点）にカーソ

ルをあてます。下図はその時の様子を示します。 
 

 

 
17. 測定終了時には、メニューから［入力］→［平均化処理設定］を選択し、平均化処理設定ダイアロ

グを開き、Sweep タブで「ON」のチェックをはずします。この時、Set タブで平均化モードを「パ

ワーSP スイープ」から「パワーSP 加算平均」などに変更してください。「パワーSP スイープ：ON」

の場合、操作に制限が掛かるため、操作できないメニューが発生します。 
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■ 補足説明 

 
1. パワーSP スイープ機能 

 
この機能は、現在スイープされている周波数の監視を「スイープトレース CH」で設定されたチャ

ンネルのスペクトルから、ピークの周波数をとって行っています。この周波数に該当する周波数応

答関数の値がサインスイープに応じ順次記憶され、記憶されたデータを表示する機能となっています。

一般的に「スイープトレース CH」は基準となる信号側を設定します。 
 

 
 
2. 周波数分解能を上げる（ズーム機能） 

 
カットオフ周波数付近や共振周波数付近では周波数分解能を上げて測定をしたいことがあります。

周波数分解能を上げるには、次の２つの方法があります。 
 

 メニューから［入力］→［サンプル条件設定］を選択し、サンプル条件設定ダイアログで

大きいサンプル数に変更 
 ズーム機能を使ったスイープ測定 

 
しかし、分解能を上げると、測定に時間がかかるため、操作手順 13 で説明したようにスイープ時間を

極めて長く取る必要があります。 
 

 
 

－ 以上 － 




